
一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
二

月
、

政
府
は
ア
メ

リ
カ
人
ブ
ラ
イ
ア
ン

（S
. 

M
. 

B
ry

a
n

）
を
駅
逓
寮
に

雇
い

入
れ
、

ま
ず
ア
メ

リ
カ
と
の

間
の

郵
便
条

約
の

交
渉
に

当
た
ら
せ

た
。

こ

う
し
て

同
年
八
月
六
日
に

調
印
さ
れ
た
の

が
、

日
米
郵
便
交
換
条
約
で

あ
る
。

条
約
に

よ
っ

て

日
米
の

間
の

郵
便
は
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
一

月
一

日
か
ら
開
か
れ
る
こ

と

に

な
る
。

そ
の

料
金
は
、

書
状
一

通
、

半
オ
ン

ス

（
約
十
六
グ
ラ
ム

）
ま
で
ご
と
に
日
本
は
十
五
銭
、

ア
メ

リ
カ
は
十
五
セ

ン

ト
、

と
規
定
さ
れ
た
。

た
だ
し

実
施
し
て
か

ら
一

年
後
に
は
十
二

銭

（
十
二
セ

ン

ト
）
と
な
る
。

日
米
条
約
の

成
立
に
つ

づ
い

て
、

政
府
は
ブ
ラ
イ
ア
ン

を
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

に

派
遣
し
、

イ
ギ
リ
ス

お
よ
び
フ

ラ
ン

ス

と
の

交
渉
に

当
た
ら
せ
た
。

し

か
し
両
国
と
も
、

日
本
の

申
し
入
れ
に
は
応
じ
な
い
。

日
本
に
お
け
る
郵
便
制
度
、

と
く
に

外
国
郵
便
の

制
度
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
、

と
い

う
の

が
、

主
た
る
拒
否
の

理
由
で

あ
っ

た
。

た
し
か
に

当
時
の

日
本
に
お
い

て

は
、

外
国
郵
便
の

事
務
に

通
じ
た
者
は
、

ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ

た
の

で

あ

る
。

ブ
ラ
イ
ア
ン

は
再
び
ア
メ

リ
カ
に

渡
り
、

日
本
の

外
国
郵
便
局
に

雇
い

入
れ
る
書
記
官
の

人
選
や
、

器
材
の

購
入
に

当
た
っ

た
。

国
内
に

お
い

て

は
、

横
浜
を
は
じ
め
、

神
戸
と
長
崎
に

郵
便
局
を
新
設
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
た
。

横
浜
郵
便
局
は
、

本
町
一

丁
目
の

税
関
付
属
地
に
、

県
庁
に

面
し
て

建
て

ら
れ
た
。

着
工
は
一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
十
月
で

あ
る
。

煉
瓦
造
、

二

階
建
て
の

堂
々

た
る
建
築
で

あ
っ

て
、

内
国
お
よ
び
外
国
郵
便
の

た
め
の

設
備
を
整
え
て
い

る
。

ブ
ラ
イ
ア
ン

ほ
か
、

数
名
の

お
雇
い

外
国
人
も
常

駐
し
て
、

外
国
郵
便
に

関
す
る
主
要
な
業
務
は
、

こ

こ

で

処
理
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

日
米
の

間
の

郵
便
交
換
条
約
も
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

ア
メ

リ
カ
の

在
日
郵
便
局
は
、

一

八
七
四
（
明

治
七

）
年
十
二

月
三
十
一

日
を
も
っ

て

廃
止
さ
れ
る
。

外
国
郵
便
の

開
業
に
そ
な
え
て
、

新
し
い

郵
便
切
手
（
鳥
切
手
）
三
種
も
、

一

八
七
五（
明
治
八

）

年
一

月
一

日
付
を
も
っ

て

発
行
の

運
び
と
な
っ

た
。

外
国
郵
便
の

開
業
は
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
一

月
一

日
で

あ
る
。

横
浜
郵
便
局
に

お

い

て

は
、

同
日
か
ら
事
務
を
開
始
し
た
と
記
録
さ
れ
て
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い

る
が
、

新
年
の

こ

と

で

あ
り
、

実
際
に

何
日
か
ら
執
務
が
始
め
ら
れ
た
か
、

明
ら
か
で

な

い
。横

浜
郵
便
局
に
お
い

て
、

外
国
郵
便
の

開
業
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
の

は
、

一

八
七
五
年
一

月
五
日
で

あ
っ

た
。

こ

の

日
、

局
舎
の

中
央
に

は
国
旗
と
郵
便
旗
を
高
く
掲
げ
、

前
面
に
は
瓦

斯
燈
を
め
ぐ
ら
せ
て
、

と
く
に

正
面
玄
関
の

楼
上
に

は
、

大
き
く
菊
花
を
模
し
た
瓦
斯
燈
を
点

じ
た
。

夕
刻
に
至
っ

て
、

昼
を
あ
ざ
む
く
燈
光
の

も
と
に
、

東
京
か
ら
内
外
の

貴
賓
が
、

つ

ぎ

つ

ぎ
に

馬
車
で

到
達
す
る
。

式
典
お
よ
び
祝
宴
は
午
後
六
時
過
ぎ
か
ら
始
め
ら
れ
、

九
時
半
過

ぎ
ま
で
つ

づ
け
ら
れ
た
。

こ

う
し
て

外
国
郵
便
は
開
業
さ
れ
た
が
、

実
際
に

横
浜
か
ら
外
国
む
け
に

郵
便
物
が
差
し
立

て

ら
れ
た
の

は
、

一

月
八
日
で

あ
っ

た
。

こ

の

日
に
、

こ

の

年
の

第
一

船
が
横
浜
を
出
帆
し
た

の

で
、

す
で

に

受
付
け
ら
れ
た
郵
便
物
に
は
、

当
日
の

日
付
印
を
押
し
て

積
み
立
て

た
も
の

と

考
え
ら
れ
る
。

横
浜
に

は
、

ま
た
一

つ
、

海
外
に

む
け
た
大
き
な
窓
が
開
か
れ
た
。

そ
の

後
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
六
月
一

日
、

わ
が
国
は
万
国
郵
便
連
合
（U

P
U

）
に

加

盟
し
、

ひ
ろ
く
世
界
各
国
と
郵
便
交
換
の

道
を
開
く
。

イ
ギ
リ
ス
・

フ

ラ
ン

ス

両
国
に

も
、

郵

便
局
撤
去
の

交
渉
を
つ

づ
け
た
結
果
、

イ

ギ
リ
ス

郵
便
局
は
明
治
十
二

年
末
ま
で

に

撤
去
し

た
。

フ

ラ
ン

ス

郵
便
局
も
一

八
八
〇
年
三
月
三
十
一

日
に

は
閉
鎖
さ
れ
、

こ

こ

に

わ
が
国
の

郵

便
主
権
は
完
全
に

回
復
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

横浜郵便局開業之図（三代広重画）　神奈川県立博物館蔵
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第
二

節
　
キ
リ
ス

ト
教
の

移
入

一

　

禁
教
下
に

お

け
る
宣
教
師
の

活
動

宣
教
師
の
渡
来

横
浜
は
、

日
本
の
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
に

と
っ

て
、

横
浜
バ

ン

ド
と
よ
ば
れ
、

熊
本
・

札
幌
・

静
岡
と
な
ら
ん
で
、

初
代
の

指
導

者
を
生
み
だ
し
た
所
で

あ
り
、

キ
リ
ス

ト
教
界
に

あ
っ

て

重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い

る
。

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
の

宣
教
師
が
、

日

本
に

は
じ
め
て

赴
任
し
て

き
た
安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
以
来
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
二

月
二

十
四
日
の

キ
リ

シ

タ
ン

禁
止
の

制
札
撤
去
の

日
ま

で

に

来
日
し
た
宣
教
師
と
そ
の

夫
人
た
ち
は
、

お
よ
そ
六
十
名
に

及
ん
で
い

る
。

そ
の

初
め
の

宣
教
師
た
ち
は
、

中
国
伝
道
の

経
験
を
も
っ

て
お

り
、

ま
た
漢
文
に

翻
訳
さ
れ
た
聖
書
を
使
用
し
た
よ
う
に
、

中
国
伝
道
の

わ
が
日
本
伝
道
に

与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ

た
。

そ
の

中
国
伝
道
は
、

一

八
〇

七
年
に

中
国
に

赴
任
し
た
ロ

バ

ー
ト
・

モ

リ
ソ
ン

に
よ
っ

て

始
め
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い

る
。

ま
た
、

イ
ン

ド
、

中
国
へ

の
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト

伝
道
は
、

超
教
派
的
な
運
動
と
し
て

展
開
さ
れ
、

そ
の

代
表
的
な
例
と
し
て
、

ロ

ン

ド
ン

伝
道
協

会
（
一

七
九
五
年
創
立

）
と
、

ア
メ

リ
カ
伝
道
協
会
（
一

八
一

〇
年
創
立

）
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

モ

リ
ソ
ン

は
前
者
の

所
属
で

あ
っ

た
。

こ

の

東
洋
伝
道

に
お
け
る
超
教
派
的
伝
統
は
、

日
本
で
の

初
代
教
会
の

形
成
に

強
く
影
響
し
て
い

る
。

わ
が
国
の

歴
史
上
、

は
じ
め
て
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会
が

創
立
さ
れ
た
の

は
、

ま
だ
禁
教
下
の

明
治
五
年
二

月
二
日
（
一

八
七
二

年
三
月
十
日

）
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の

こ

と
で

あ
っ

た
。

場
所
は
横
浜
の

居
留
地
で
、

日
本
基
督
公
会
（
横
浜
公
会

）
が
そ
れ
で

あ
る
。

次
に
そ
の

創
立
の

由
来
を
、

J

・C

・

ヘ

ボ
ン
、

S
・R
・

ブ
ラ
ウ
ン
、

ジ
ェ

イ
ム

ス

・

バ

ラ
の

活
動
を
た
ど
る
こ

と
に
よ
っ

て

明
ら
か
に

し
た
い
。

安
政
六
年
（
一

八
五
九

）
の

秋
、

旧
暦
九
月
か

ら
十
月
（
陽
暦
で

は
十
月
か
ら
十
一

月

）
の

間
に
、

長
老
教
会
のJ

・C

・

ヘ

ボ
ン
、

改
革
教
会
の

S

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン
、

D

・B

・

シ

モ

ン

ズ
が
神
奈
川
に
、

改
革
教
会
のG

・H

・

フ

ル

ベ

ッ

キ
が
長
崎
に

来
て
い

る
。

ブ
ラ
ウ
ン

と
ヘ

ボ
ン

と

は
、

日
本
赴
任
当
時
は
米
国
に

帰
っ

て
い

た
が
中
国
に

お
い

て

宣
教
師
と
し
て
の

経
験
を
も
っ

て
い

た
の

で

あ
り
、

と
も
に
、

米
国
か
ら
直
接
に

日

本
宣
教
の

た
め
に

来
日
し
た
。

ヘ

ボ
ン
の
活
動

ヘ

ボ
ン

の

所
属
す
る
米
国
長
老
教
会
の

外
国
伝
道
局
は
、

東
洋
で

は
主
と
し
て
、

中
国
、

シ

ャ

ム
、

イ
ン

ド
に
お
い

て

活
動
し

て
い

た
が
、

と
く
に

宣
教
医
師
に
よ
る
活
動
で

注
目
さ
れ
る
。

医
療
伝
道
は
、

ア
ジ
ア

各
地
に
お
け
る
期
待
に
こ

た
え
る
も
の

で

あ
っ

た
と
い

え
る
が
、

ア
ジ
ア
の
一

国
で

あ
る
日
本
の

場
合
に

も
、

医
師
ヘ

ボ
ン

が
派
遣
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

ま
た
、

同
派
の

中
国
宣
教
師
が
翻

訳
ま
た
は
著
作
し
て

い

た
中
国
語
の

キ
リ
ス

ト
教
書
出
版
は
、

日
本
伝
道
に

大
き
な
力
と
な
っ

た
こ

と
は
周
知
の
こ

と
で

あ
る
。

幕
末
、

わ
が
国
に

持
ち
こ

ま
れ
て
い

た
中
国
語
キ
リ
ス

ト

教
書
は
、

百
種
類
を
こ

え
て

い

た
が
、

そ
の

半
分
近
く
は
、

長
老
教
会
宣
教
師
の

手
に

な
る
も
の

で

あ
っ

た
。

ヘ

ボ
ン

は
、

日
本
へ

の

宣
教
師
を
志
願
し
た
と
き
、

ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
で

病
院
を
開
業
し
て

成
功
を
収
め
て
い

た
の

で

あ
り
、

親
族
、

知
人
の

反
対

に

も
か
か
わ
ら
ず
、

夫
妻
で

来
日
し
た
ほ
ど
に
、

日
本
伝
道
に

熱
意
を
も
や
し
て
い

た
。

ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
か
ら
横
浜
へ

の

船
中
で
、

す
で

に

日
本
語

の

学
習
に
つ

と
め
て
い

る
。

そ
し
て
、

滞
日
中
に
『
和
英
語
林
集
成
』（
慶
応
三
年
印
刷
完
了

）
を
著
し
た
。

こ

れ
は
、

聖
書
和
訳
に

重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
が
、

い

わ
ゆ
る
ヘ

ボ
ン

式
ロ

ー
マ

字
は
、

こ

の

編
纂
に

あ
た
っ

て

考
案
し
た
も
の

で

あ
る
。

そ
の

ほ
か
、

伝
道
用
小
冊
子
や
聖
書
の

和
訳

に

尽
力
し
た
。

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）、
米
国
聖
書
協
会
か
ら
、

ヘ

ボ
ン

訳
ヨ

ハ

ネ
伝
の

ロ

ー
マ

字
版
（
英
文
対
照

）
が
刊
行
さ
れ
た
。

聖
書
翻
訳
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に
つ

い

て

は
、

明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
か
ら
改
革
教
会
のS

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン

と

共

同
し
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
以
降
は
、

ブ
ラ
ウ
ン

が
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
長
と
な
っ

て
、

ヘ

ボ
ン

は
そ
の
一

員
と
し
て

協
力
し
た
。

こ

の

訳
は
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年

に

完
成
し
た
が
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
以
降
、

ヘ

ボ
ン

は
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会

の

委
員
長
と
な
り
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
末
、

そ
の

翻
訳
は
完
成
し
た
。

ヘ

ボ
ン

を
日
本
人
に

親
し
ま
せ
た
こ

と
は
、

何
と
い

っ

て

も
、

そ
の

医
療
奉
仕
の

活

動
で

あ
っ

た
。

彼
は
、

文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
春
、

神
奈
川
の

宗
興
寺
で
、

施
療
所

兼
病
院
を
開
い

た
。

眼
科
医
で

あ
っ

た
の

に
、

外
科
手
術
や
内
科
の

治
療
ま
で

担
当
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

あ
ま
り
沢
山
の

日
本
人
患
者
が
集
ま
っ

た
た
め
、

五
か
月

ば
か
り
で
、

幕
吏
に
よ
り
閉
鎖
を
命
じ
ら
れ
た
。

そ
れ
で

も
患
者
は
、

ヘ

ボ
ン

の

住
む

成
仏
寺
に

た
ず
ね
て
い

っ

た
。

彼
は
、

往
診
に

も
い

っ

た
。

と
く
に

文
久
二

年（
一

八
六
二

）
夏
に
、

コ

レ

ラ
が
流
行
し
た
と
き
は
大
変
で

あ
っ

た
。

同
年
暮
、

横
浜
居
留
地
三
十
九
番
館
に
、

新
し
く
施
療
所
を
設
け
、

改
め
て

医
療
活
動
を
始
め
た
。

今
度
は
、

居
留
地
内
で

あ
っ

た
か

ら
、

幕
吏
の

干
渉
を
う
け
る
こ

と
は
な
く
、

患
者
は
増
加
す
る
ば
か

り
で

あ
っ

た
。

俳
優
の

三
代
目
沢
村
田
之
助
の

脱
疽
を
手
術
し
義
足
を
作
っ

た
こ

と
が
「
も

し
ほ
草
」
や
「
日
要
」
な
ど
の

ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム

に
と
り
あ
げ
ら
れ
、

ヘ

ボ
ン

の

名
は
、

い

よ
い

よ
有
名
に

な
っ

た
。

し
か
し
、

健
康
上
の

理
由
か

ら
一

八
七
九（
明
治
十
二

）年
で

医
療
は
廃
止
し
た
。

そ
の

幕
末
以
来
十
八
年
間
に

施
療
し
た
患
者
は
、

六
千
人
か
ら
一

万
人
に

及
ん
だ
と
い

う
。

そ

れ
と
同
時
に

彼
は
、

禁
制
下
の

時
期
に
、

こ

れ
ら
の

患
者
に

伝
道
用
の

冊
子
を
配
布
し
て
い

た
。

ヘ

ボ
ン

塾
と
い

わ
れ
る
も
の

は
、

ヘ

ボ
ン

夫
人
が
三
十
九
番
館
の

施
療
所
に
お
い

て
、

日
本
人
の

た
め
の

英
語
教
授
を
は
じ
め
た
も
の

で
、

日
本

居留地39番のヘボン邸見取図
高谷道男『ヘボン書簡集』から
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で

最
初
の

キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
と
い

う
こ

と
が
で

き
る
。

そ
の

開
塾
の

直
接
の

動
機
は
、

ヘ

ボ
ン

夫
人
が
、

医
師
林
洞
海
か
ら
、

そ
の

養
子
桃
三

郎
の

た
め
に

英
語
の

教
授
を
依
頼
さ
れ
た
こ

と
に

あ
る
。

こ

の

桃
三
郎
は
の

ち
、

林
董
と

し
て

英
国
大
使
・

外
務
大
臣
と
し
て

活
躍
し
た
人
物
で

あ
る
。

林
と
同
時
期
の

塾
生
に
、

林
の

実
兄
佐
藤
桃
太
郎
や
、

高
橋
是
清
、

益
田
孝
な
ど
、

後
年
に

政
界
・

財
界
の

指
導
者
に

な
っ

た
人
物
が

あ

り
、

佐
賀
藩
派
遣
の

青
年
や
ヘ

ボ
ン

門
下
の

医
学
生
も
、

夫
人
か

ら
英
語
を
学
ん
で
い

た
。

ヘ

ボ
ン

夫
妻
が
上
海
に
い

っ

た
と
き
、

一

時
閉
鎖
さ
れ

た
が
、

横
浜
に

帰
っ

て

く
る
と
と
も
に

再
開
さ
れ
、

い

よ
い

よ
盛
ん
に

な
っ

て
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
こ

ろ
に

は
女
子
ク

ラ
ス

も
設
け
ら
れ
た
。

明
治
三
年
八
月
（
一

八
七
〇
年
九
月
）、

改
革
教
会
の

婦
人
宣
教
師
メ

ア
リ
ー
・

キ
ダ
ー
が
ブ
ラ
ウ
ン

の

紹
介
で

塾
の

教
師
に

就
任
し
た
。

（
高
谷
道
男

『S

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン

書
簡
集
』
に

よ
る

）
キ
ダ
ー
は
山
手
二

百
十
一

番
の

ブ
ラ
ウ
ン

の

家
に

同
居
し
て
ヘ

ボ
ン

塾
に

通
勤
し
て
い

た
。

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
か

ら
五
年
に
か

け
て
、

ヘ

ボ
ン

夫
妻
が
上
海
に
い

っ

て
い

る
間
に
、

キ
ダ
ー
が
そ
の

留
守
に

教
え
て
い

た
が
、

こ

の

と
き

男
子
生
と
女
子
生
と
が
区
別
さ
れ
、

キ
ダ
ー
は
、

女
生
徒
だ
け
を
教
え
て
い

た
。

ヘ

ボ
ン

夫
妻
が
帰
っ

て

く
る
と
、

キ
ダ
ー

は
、

明
治
五
年
（
一

八

七
二

年
七
月
）神
奈
川
県
県
令
大
江
卓
の

斡
旋
で
、

野
毛
山
の

官
舎
の
一

部
を
借
り
、

そ
こ

で

独
自
の

女
子
教
育
を
お
こ

な
う
よ
う
に

な
っ

た
。

こ

れ

が
、

の

ち
、

フ
ェ

リ
ス

・

セ

ミ

ナ
ー
、

現
在
の

フ
ェ

リ
ス

女
学
院
へ

と
発
展
し
て

ゆ
く
。

ヘ

ボ
ン

夫
妻
は
、

明
治
五
年
秋（
一

八
七
二

年
十
月
）ヨ
ー
ロ

ッ

パ

経
由
で

米
国
に

帰
り
、

一

八
七
三
年
十
一

月
三
十
日
横
浜
に

も
ど
っ

て

き
た
。

こ

の

間
に
、

キ
リ
シ

タ
ン

禁
制
の

制
札
は
撤
去
さ
れ
て
い

た
。

こ

の

留
守
中
の
ヘ

ボ
ン

塾
は
、

長
老
教
会
宣
教
師
ヘ

ン

リ
ー
・

ル

ー
ミ

ス

ら
に
よ
っ

て

支
え
ら
れ
て
い

た
の

で

あ
ろ
う
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
末
か

ら

は
、

宣
教
師
ル

ー
ミ
ス

が
加
わ
り
、

教
会
教
育
と
し
て
の

安
息
日
学
校
（
日
曜
学
校
）
が
さ

か
ん
に

な
っ

た
。

ヘ

ボ
ン

塾
生
の

な
か
か
ら
、

そ
の
バ

イ
ブ
ル

・

ク
ラ
ス

に

参
加
す
る
も

フェリス女学院の創立者ミス・
キダー女史

『フェリス女学院六十年史』から
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の

も
ふ
え
た
。

一

八
七
四
年
（
明
治
七

）
七
月
五
日
に
、

ル

ー
ミ
ス

が
洗
礼
を
授
け
た
日
本
人
十
名
の

う
ち
、

八
名
ま
で

が
、

ヘ

ボ
ン

塾
の

生
徒
で

あ
っ

た
。

ブ
ラ
ウ
ン
の
活
動

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

米
国
・

オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
に

所
属
し
て
い

た
。

同
派
は
米
国
に
お
い

て

は
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会
の
一

小
教
派
に

す
ぎ
ず
、

独
自
の

外
国
伝
道
局
を
も
っ

た
の

は
安
政
四
年
（
一

八
五
七

）
で

あ
っ

た
。

し
か
し
日
本
伝
道
に

熱
意
を

示
し
、

安
政
六
年
（
一

八
五
九

）
に
、

三
人
の

宣
教
師
を
派
遣
し
て

き
た
。

同
派
の

日
本
伝
道
の

拠
点
は
、

神
奈
川
（
の

ち
横
浜

）
と

長
崎
で
、

ブ
ラ

ウ
ン

は
神
奈
川
で
、

フ

ル
ベ

ッ

キ
は
長
崎
で

活
動
し
た
。

宣
教
医D

・B

・

シ

モ

ン

ズ
は
、

横
浜
で

医
療
に

従
事
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

安
政
六
年
十
月
七
日
（
一

八
五
九
年
十
一

月
一

日

）
シ

モ

ン

ズ
と
共
に

神
奈
川
に
到
着
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
旧
知
の
ヘ

ボ
ン

が
住
む

成
仏
寺
に
は
い

っ

た
。

翌
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
に
は
、

江
戸
で
日
本
語
教
師
と
し
て

矢
野
隆
山
（
元
隆
）
を
雇
っ

た
。

「
一

刀
を
身
に
つ

け
て
い

る

日
本
の

医
師
で
、

四
十
六
歳
で

す
」
と
ブ
ラ
ウ
ン

は
記
し
て

い

る
。

（『S

・R

・

ブ
ラ
ウ
ン

書
簡
集
』）
文
久
二

年
（
一

八
六
三

）
十
月
、

神
奈
川
奉
行

は
、

横
浜
運
上
所
の

官
舎
で
、

通
訳
養
成
の

た
め
、

英
学
所
を
開
校
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

そ
こ

の

教
師
に

任
命
さ
れ
た
。

こ

の

年
、

矢
野
隆
山
が
死
亡
し
た
が
、

慶
応
元
年
九
月
十
七
日
（
一

八
六
五
年
十
一

月
五
日

）、

彼
は
病
床
に

あ
っ

て
、

家
族
の

面
前
で
、

家
族
一

同
の

承
認
の

も
と
に
、

バ

ラ
よ
り
洗
礼
を
う
け
た
の

で

あ
る
。

日
本
最
初
の
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
信
者
で

あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

こ

の

よ
う
に

希
望
が
見
え
て

き
た
段
階
に
お
い

て

も
、

な
お

伝
道
に
つ

い

て

慎
重
で

あ
っ

た
。

宣
教
師
は
説
教
の

罪
は
問
わ
れ
な

い

け
れ
ど
、

そ
の

聴
間
者
の

日
本
人
は
罪
に

問
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

彼
は
、

キ
リ
ス

ト
教
国
の

政
府
が
、

日
本
の

支
配
者
に

対
し
て
、

キ
リ
シ

タ

ン

禁
制
の

撤
廃
を
要
求
す
る
よ
う
訴
え
て
い

る
。

ど
こ

ま
で

も
合
法
的
に

伝
道
し
よ
う
と
し
て
い

た
の

で

あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

慶
応
三
年
（
一

八
六
七

）
米
国
に
帰
っ

た
が
、

二

年
後
に
、

明
治
新
政
府
の

招
き
に

応
じ
、

新
潟
の

男
子
の

英
学
校
を
管
理
す
る

教
師
と
し
て
、

再
度
来
日
し
た
。

こ

の

と
き
、

伝
道
協
会
は
、

日
本
へ

最
初
の

未
婚
婦
人
宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ

と

を
決
定
し
、

ミ

ス
・

キ
ダ
ー
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（M
・E

・

キ
ダ
ー
）
が
、

ブ
ラ
ウ
ン

夫
妻
に

同
行
す
る
こ

と
を
命
じ
ら
れ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

明
治
二
年（
一

八
六
九

）十
月
か
ら
翌
年
六
月
末
ま
で

新
潟
に
い

た
が
、

日
曜
日
に

自
宅
で

聖
書
を
教
え
た
こ

と
が
原
因
で

再
び
横
浜

に

も
ど
っ

た
。

横
浜
で

は
、

修
文
館
の

校
長
格
の

教
師
に

就
任
し
た
。

こ

の

修
文
館
は
、

幕
府
が
、

役
人
の

子
弟
に

漢
学
を
教
え
る
た
め
に
、

慶
応
二

年（
一

八
六
六

）に
設
け
た
も
の

で
、

幕
府
滅
亡
と
と
も
に

廃
止
と
な
っ

た
の

を
、

明
治
政
府
が
再
興
し
た
も
の

で

あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン

が
招
か
れ
た
当

時
は
、

英
学
中
心
に

教
授
す
る
こ

と
に

な
っ

た
と
き
で

あ
り
、

ブ
ラ
ウ
ン

招
聘
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

約
二

十
名
が
入
学
し
、

合
計
三
十
名
の

生
徒

が
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

て
い

た
。

こ

こ

で
、

ブ
ラ
ウ
ン

に

学
ん
だ
青
年
の

う
ち
に
、

佐
藤
昌
介
・

都
築
馨
六
・

小
野
梓
・

浅
野
広
輔
・

白
石
直

治
・

井
深
梶
之
助
・

宮
部
金
吾
・

真
木
重
遠
ら
が
い

た
の

で

あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン

の

教
育
は
、

や
が
て

信
仰
の

指
導
に

ま
で
、

ひ

ろ
が
っ

て
い

っ

た
。

ブ
ラ
ウ
ン

が
一

八
七
三（
明
治
六

）年
八
月
、

修
文
館
と
の

契
約
が
満
期
に

な
り
同
校
を
辞
し
た
と
き
、

生
徒
の

な
か
に

は
、

同
校
を
や
め
て
、

ブ
ラ

ウ
ン

の

も
と
で

英
学
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
が
あ
っ

た
。

ブ
ラ
ウ
ン

は
、

つ

い

に

彼
ら
の

願
い

を
い

れ
て
、

私
塾
を
開
く
こ

と
に

し
た
。

こ

れ
が
ブ
ラ

ウ
ン

塾
で
、

横
浜
山
手
二
百
十
一

番
で

開
か
れ
た
。

同
年
秋
の
こ

と
で

あ
る
。

こ

の

塾
に
は
、

こ

れ
ら
の

生
徒
の

ほ
か
に
、

熱
烈
な
伝
道
者
で

あ
る
ジ
ェ

イ
ム

ズ
・

バ

ラ
の

も
と
で

聖
書
を
も
学
ん
で
い

た
青
年
た
ち
が
加
わ
っ

て

き

た
。

押
川
方
義
・

熊
野
雄
七
・

植
村
正
久
・

藤
生
金
六
・

吉
田
信
好
ら
で

あ

る
。

こ

れ
に
よ
っ

て
、

ブ
ラ
ウ
ン

塾
は
、

伝
道
者
養
成
の

た
め
の

神
学
塾
へ

と
変
わ
っ

て
い

っ

た
。

こ

の

よ
う
に

な
っ

た
の

は
、

同
年
二

月
二

十
四
日

（
二
月
十
九
日
説
も
あ
る

）、

キ

リ
シ

タ

ン

禁
制
の

制
札
が
撤
去
さ
れ
た
か
ら

で

あ
り
、

日
本
基
督
公
会
は
、

す
で

に

禁
制
下
の

明
治
五
年
二

月
二
日
（
一

ブラウン塾に入る頃の井深梶之助
『井深梶之助とその時代』から

©神奈川県立公文書館



八
七
二

年
三
月
十
日

）
横
浜
居
留
地
に

お
い

て

創
立
さ
れ
て
い

た
か
ら
で

あ
る
。

バ
ラ
塾
と
日

本
基
督
公
会

ジ
ェ

イ
ム

ズ
・

バ

ラ
は
、

文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
に

来
日
し
た
米
国
・

オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
派
遣
の

宣
教
師
で
、

ジ
ョ

ン

・

バ

ラ
の

兄
で

あ
る
。

ジ
ョ

ン

は
平
信
徒
で

横
浜
の

高
島
学
校
の

英
語
教
師
と
し
て

来
日
し
た
。

ジ
ェ

イ
ム

ズ
は
、

慶
応
二
年
（
一

八
六
六

）
か
ら
、

自
宅
に

数
名
の

日
本
人
を
集
め
て
、

礼
拝
と
バ

イ
ブ
ル
・

ク
ラ
ス

を
は

じ
め

た
。

そ
し
て
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
に

は
、

横
浜
居
留
地
一

六
七
番
地
で
、

十
数
名
の

青
年
学
生
に

英
語
を
教
授
す
る
か

た
わ
ら
、

聖
書
を
教
え
た
。

こ

の
バ

ラ
の

も
と
で

そ
だ
て

ら
れ
た
信
者
が
、

わ
が
国
最
初
の

プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト
教
会
で

あ
る
日
本
基
督
公
会
（
横
浜
公
会
）
を
組
織
す
る
こ

と
に

な
る
。

小
沢
三
郎
『
日
本
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
史
研
究
』
に
よ
れ
ば
、

日
本
基
督
公
会
の

創
立
以
前
に

受
洗
し

た
日

本
人
は
、

二

十
名
で

あ
る
が
、

そ
の

う

ち
、

長
崎
で

受
洗
し
た
者
十
名
、

横
浜
・

神
奈
川
で

受
洗
し
た
者
六
名
で
、

そ
の

他
は
、

外
国
か
ま
た
は
不
明
と
な
っ

て
い

る
。

日
本
基
督
公
会
の

第
一

回
洗
礼
式
は
、

明
治
五
年
二

月
二

日
（
一

八
七
二

年
三
月
十
日

）
に
お
こ

な
わ
れ
、

九
人
の

男
子
がJ

・H

・

バ

ラ
か
ら
洗

礼
を
う
け
た
。

こ
の

と
き
、

日
本
基
督
公
会
が
成
立
し

た
の

で

あ
る
。

一

八
七
二

年
一

月
一

日
は
、

旧
暦
の

明
治
四
年
十
一

月
二

十
一

日
に

あ
た

る
。

こ

の

陽
暦
の

正
月
に
、

横
浜
に

居
留
し
て

い

た
外
国
人
ら
が
初
週
祈
禱
会
（
年
の

最
初
の

週
の

礼
拝
）
を
開
催
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、

バ

ラ
学
校

の

生
徒
た
ち
は
、

篠
崎
桂
之
助
が
発
起
人
に

な
っ

て
、

J
・H

・

バ

ラ
に

依
頼
し
、

旧
暦
一

月
二

日
（
土
）
か
ら
、

初
週
祈
禱
会
を
開
始
し
た
。

そ

の

場
所
は
、

「
横
浜
海
岸
百
六
拾
七
番
館
石
造
の

小
会
堂
」
で

あ
っ

た
。

出
席
者
は
、

主
と
し
て
バ

ラ
学
校
の

生
徒
で
、

指
導
者
は
バ

ラ
で

あ
っ

た
。

こ

の

初
週
祈
禱
会
は
、

日
曜
以
外
、

毎
日
午
後
四
時
か
ら
開
か
れ
、

さ
ら
に

長
期
連
日
祈
禱
会
に

転
化
し
、

熱
心
に

続
け
ら
れ
た
。

ま
た
一

月
中
の

日
曜
日
に

は
、

日
に
三
回
集
会
が
あ
り
、

盛
会
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う
な
熱
気
の

う
ち
に
、

日
本
基
督
公
会
は
創
立
さ
れ
た
。

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
二

月
二
日
の

午
後
三
時
か
ら
の

馬
太
伝
講
義
が
終
わ
っ

て
か
ら
、

J

・H

・

バ

ラ
の

司
式
で
、

九
名
の

洗
礼
式
が
お
こ

な

わ
れ
た
。

つ

い

で
、

小
川
義
綏
が
長
老
に

選
ば
れ
、

長
老
の

権
を
授
け
る
按
手
礼
式
（
手
を
人
の

頭
の

上
に

お
い

て

祝
福
を
祈
り
聖
霊
の

力
の

付
与
を
祈
る
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こ

と

）
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

こ

の

九
名
の

受
洗
者
と
、

こ

れ
よ
り
以
前
に

受
洗
し
て
い

た
小
川
義
綏
・

仁
村
守
三
の

二

名
が
参
加
し
た
合
計
十
一

名

で
、

日
本
人
に
よ
る
日
本
最
初
の

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会
が
、

横
浜
居
留
地
の
バ

ラ
学
校
で

創
立
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

教
会
の

仮
牧
師
は
、

米

国
・

オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
宣
教
師J

・H

・

バ

ラ
、

長
老
は
小
川
義
綏
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

こ

の

十
一

名
の

う
ち
に

二

名
の

諜
者
が
混
入
し

て
い

て
、

す
べ

て
が
、

政
府
側
に

通
報
さ
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

そ
の

二

名
と
は
、

仁
村
守
三
と
安
藤
劉
太
郎
な
る
人
物
で

あ
っ

た
。

バ

ラ
が
仮
牧

師
に

な
っ

た
の

は
、

当
時
、

日
本
人
で

教
職
に

あ
る
者
が
な
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
と
さ
れ

て
い

る
。

ま
た
、

「
教
会
」
で
は
な
く
「
公
会
」
と
さ
れ
た
こ

と
に
つ

い

て

は
、

欧
米
の

教

会
の

教
派
性
か
ら
、

日

本
の

教
会
を
解
放
し
よ
う
と
し
た
も
の

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

信
仰
箇
条
も
、

万
国
福
音
同
盟
会
の

九
か

条
の

「
教
理
的
基
礎
」
と
同
じ
内
容
で
、

き
わ
め
て

簡
潔
な
も
の

を
採
用
し

た
。

こ

れ
は
、

バ

ラ
を
除
い

て
、

S

・R

・

ブ
ラ
ウ

ン
、

ヘ

ボ
ン

ら
外
国
人
宣
教
師
が
、

中
国
に

長
い

こ

と
伝
道
し
た
経
験
に

基
づ
き
、

超
教

派
が
よ
い

と
判
断
し
た
と
推
測
さ
れ
る
点
が
あ
る
。

ま
た
、

日
本
人
信
徒
の

ナ
シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

が
多
分
に

か
ら
ん
で
い

た
の

で

あ
る
。

バ
プ
テ
ス

ト
派
の

伝
道

バ

プ
テ
ス

ト
派
の

日
本
に
お

け
る
伝
道
の

最
初
は
、

万
延
元

年（
一

八
六
〇
）
ジ
ョ

ナ
サ
ン
・

ゴ

ー
ブ
ル

夫
妻
が
、

米
国
自

由
バ

プ
テ
ス

ト
伝
道
協
会
の

宣
教
師
と
し
て

来
日
し
、

横
浜
で

伝
道
を
始
め
た
こ

と
に

あ

る
。

ゴ

ー
ブ
ル

は
、

は
じ
め
、

将
来
の

福
音
伝
道
の

準
備
と
し
て

日
本
の
こ

と
を
視
察
す

る
た
め
ペ

リ
ー
艦
隊
の

水
夫
と
し
て
、

旗
艦
サ

ス

ケ
ハ

ン

ナ
号
に

乗
り
組
み
浦
賀
に

来
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